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第１０２４回教育委員会会議録概要  

 

１ 日 時 平成２７年５月２７日（水）午前１０時００分～午前１１時５５分  

 

２ 場 所 教育委員会室  

 

３ 出席者 森近教育長 吉井委員 清川委員 小泉委員 西野委員  

      北企画幹 古谷企画幹（学校教育） 穴吹企画幹（教育振興）  

内田企画幹（高校改革） 淵本企画幹（義務教育） 田中高校教育課長  

春日課長（学力向上） 渡辺生涯学習・文化財課長 吉野スポーツ保健課長  

 坂井企画参事 山口生涯学習・文化財課参事（文化財）  

坂本スポーツ保健課参事（スポーツ振興）  

  

４ 議 題  

日程第１ 第９号議案 福井県心身障害児就学指導委員会委員の委嘱について 

 

日程第２ 第１０号議案 福井県立歴史博物館運営協議会委員の任命について 

 

 

５ 審議事項  

（１）開会宣告 午前１０時００分  

 

（２）会議録署名人の指名 清川委員 西野委員  

 

（３）議事要録  

 

教育長     本日の日程第１、第９号議案、日程第２、第１０号議案、協議事項の２

および報告事項の５および６については、事務執行上、公開が適当でない

ことから、非公開といたしたい旨発議  

 

        ――――当該議案を非公開と決定―――― 

 

教育長     日程第１、第９号議案を議題  

 

高校教育課長  資料に基づき説明 

 

 

教育長     第９号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

教育長     日程第２、第１０号議案を議題  

 



 ２ 

生涯学習・文化財課長  資料の基づき説明 

 

教育長     第１０号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

 

 

◎協議・報告事項 

協議事項 

 

（１）大学進学対策について 

清川委員  「教科型」に加え、「合教科・科目型」「総合型」とはどのようなものか。 

 

高校教育課長 教科型とは英語、数学等の問題で、非常にわかりやすいもの。 

       合教科・科目型とは、一つのテーマについて色々な科目が混ざり、様々な

知識がないと解けない問題である。大学はこれを、これからの大学入試に

出していくと言っている。 

        

清川委員   総合型の問題を誰が教えていくことになるのか。 

 

高校教育課長 総合問題であっても教科の範疇はあるので、それぞれの教科の中で教えて

いくことになるが、問題に触れさせることが大事である。その上で、それ

ぞれの教科の教員がどのようにアプローチしていくかを教えていくことに

なる。 

 

小泉委員   平成３２年から入試制度が変わることになると、浪人生等の対応は複雑に

なるのではないか。 

 

高校教育課長 平成３２年度は、浪人生のために従来の試験も残すのではないかと想定さ

れるが、評価方法が相当変わってくるので、そのあたりをどうするのかは、

制度設計を見守っていく必要があると考えている。 

 

（２）教育に関する大綱について 

 

 

◎報告事項 

（１）教育長職務代理者の指名について 

 

（２）国の教育改革の動きについて 

清川委員  第３次提言に国際バカロレア認定校を大幅に増やすとあるが、福井ではその

動きはあるのか。 

 



 ３ 

高校教育課長 福井県にはまだないが、首都圏を中心に何校かある。帰国子女や外国籍の

方の入学が多い等の需要がある地域で成立する学校と認識している。 

        認定校ではなくても、自ら考えて、色々な形でグローバル人材を育成してい

く観点から、国際バカロレアの手法は取り入れる必要性はあると考えている。 

 

吉井委員  第６次提言に「教育がエンジンとなって地方創生を」とあるが、子どもたち

に地域の良さを教えて、ふるさとに帰る機運を高めるためのふるさと教育を

しっかり行っていただきたい。 

 

西野委員  第７次提言にある教員採用試験の全国共通化が実施された場合、福井県へは

どのような影響があるのか。共通化する目的は何か。 

 

企画幹（学校教育） 筆記試験は全国的にも試験内容に大きな差はないため、共通化して

も特に問題はないと認識している。これに加えて、面接試験を本県独自でど

のようにしていくかを検討していく必要はあると考える。 

      目的について国は明らかにしていないが、今後、教員が大量に退職し、教員

の４割が入れ替わることになり、教員の確保に各県が苦労することになるこ

とが予想される。これにより教員のレベルが下がることも懸念されるため、

国は、このような状況を踏まえ、教員のレベル確保のために全国共通化を図

るのではないかと、個人的に考えている。 

 

 

（３）第３回白川静漢字教育賞の募集について 

西野委員   賞金の額をアップすると更に応募も増えるのではないか。 

 

生涯学習・文化財課長 現時点で金額の増加が難しいが、出版社のウエブサイト等も活用しながら

広く周知し、沢山の方に応募いただけるよう努めていきたい。 

 

（４）「２０２０年オリンピック・パラリンピック東京大会」キャンプ誘致の推進について 

 

（５）平成２７年度教育委員会関係表彰について 

 

（６）学芸員の募集について 

 

 

 

教育長     本日の会議の終了を宣告 

 


